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地域の伝統と絆の継承
　　 「地域創生」へ
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「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」

　
上
空
か
ら
の

　
　
　
　
全
景
写
真

　
町
が
再
整
備
を
し
、
新
た

な
賑
わ
い
を
創
出
し
て
、
元

気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
再
生
に
つ

な
げ
て
い
く
。

　
今
後
、
公
社
で
の
運
営
は

せ
ず
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
民

間
事
業
者
を
選
定
し
、
指
定

管
理
と
し
て
運
営
委
託
を
考

え
て
い
る
。

※　

廃
業
の
最
終
決
定
は
、

営
業
終
了
に
伴
い
、
株
主

総
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
流
れ

３
月
６
日

　

取
締
役
会
を
開
き
、
自

主
廃
業
の
方
針
を
決
定
。

３
月
８
日

　

Ｊ
Ａ
が
運
営
し
て
い
る

「
直
売
所
」
を
閉
鎖
。

３
月
27
日

　
臨
時
株
主
総
会
を
開
き
、

取
締
役
会
の
方
針
を
合
意
。

６
月
末

　
元
気
あ
っ
ぷ
公
社
廃
業
。

道の駅登録 周辺施設整備
平成31年度

「道の駅」登録申請
平成31年２月

アドバイザリー業務結果報告

平成31年度中に
「道の駅」登録決定の予定

平成31年２月末（定例会）
30年度補正予算
31年度当初予算要求

道の駅関連施設整備
（トイレ・情報提供施設）

平成31年３月上旬
地方創生拠点整備交付金
事業採択結果内示

平成31年２月末（定例会）
30年度補正予算
31年度当初予算要求

平成31年３月下旬
地方創生拠点整備交付決定

令和２年３月末
「道の駅」関連施設工事完了

平成31年３月下旬～４月
地元説明会開催予定

令和２年４月
「道の駅」オープン

令和２年３月末
周辺施設整備工事完了

成31年度当初予算
「道の駅」構想！

３月
定例会

可決
原
案
全
て
を

　
第
３
９
２
回
議
会
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
今
定
例
会
は
、
平
成
31
年
2
月
26
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で
の
期
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
案
は
、議
員
発
議
に
よ
る
平
成
31
年
度
予
算
審
議
の
た
め
「
予
算
特
別
委
員
会
」
設
置
、「
監
査
委
員
の
選
任
同
意
」、「
災

害
弔
慰
金
」
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
及
び
「
町
職
員
」
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
2
件
、「
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
（
国
保
・
後
期
高
齢
・
介
護
・
駅
西
第
一
土
地
区
画
整
理
）
及
び
事
業
会
計
（
下
水
道
・
水
道
）
補
正
予
算
」、「
平
成

31
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
（
国
保
・
後
期
高
齢
・
介
護
・
駅
西
第
一
土
地
区
画
整
理
）
及
び
事
業
会
計
（
下
水
道
・

水
道
）
予
算
」、「
調
停
の
申
し
立
て
」
な
ど
に
加
え
、
最
終
日
に
追
加
議
案
と
し
て
「
一
般
会
計
補
正
予
算
」
が
上
程
さ
れ
、

全
20
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
「
防
災
」、「
農
業
振
興
」、「
市
街
化
調
整
区
域
」、「
が
ん
対
策
」、「
環
境
施
設
」、「
予
算
編
成
」、「
学

校
給
食
」
な
ど
に
つ
い
て
、
7
名
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

　
「
総
務
」、「
教
育
福
祉
」、「
建
設
産
業
」
の
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
所
管
す
る
担
当
課
ご
と
に
詳
細
か

つ
慎
重
に
審
議
し
、
新
年
度
予
算
は
「
予
算
特
別
委
員
会
」
に
て
、
全
議
員
で
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
傍
聴
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
延
べ
32
人
で
し
た
。

「
道
の
駅
」
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

令
和
２
年
４
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

今
年
度
整
備
事
業
に
着
手
！
　
ど
う
な
る
今
後
の
経
営
は
？

「
元
気
あ
っ
ぷ
公
社
取
締
役
会
」

６
月
末
で
自
主
廃
業
決
定
！

町のシンボルの再生を期待！

採
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結

果
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３
月
定
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議
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Q
　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
で
、
町
民
の
負
担

額
っ
て
い
く
ら
に
な
る
の
か

な
ぁ
？

A
　
町
民
一
人
当
た
り
の
負
担

額
は
、
３
４
万
６
１
６
０
円

で
す
。

平
成
31
年
度

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
特
別
会
計

賛
成
討
論

討
論
者　
小
林
栄
治

　
保
険
給
付
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
、
医
療
費
抑
制
や
健

康
づ
く
り
増
進
へ
の
取
り
組

み
は
大
切
で
、
財
政
健
全
化

を
図
り
な
が
ら
も
、
地
道
な

事
業
を
展
開
し
、
各
施
策
が

着
実
に
推
進
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
健
全
化
が
図
ら
れ

る
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

反
対
討
論

討
論
者　
森
弘
子

　
「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
」

の
取
り
組
み
は
評
価
す
る
が
、

滞
納
者
へ
の
保
険
証
取
り
上

げ
は
生
命
に
か
か
わ
る
問
題

で
あ
る
こ
と
や
、
住
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
資
格

証
明
書
発
行
に
対
し
反
対
し

ま
す
。

　
ま
た
、
国
保
の
制
度
上
の

問
題
や
、
多
子
減
免
制
度
・

均
等
割
・
平
等
割
の
廃
止
を

国
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
他
、
平
成
31
年
度
当

初
予
算
で
反
対
討
論
、
平
成

31
年
度
宝
積
寺
駅
西
第
一
土

地
区
画
整
理
事
業
で
賛
成
討

論
、
追
加
議
案
で
賛
成
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

異
例
の
賛
成
討
論

　
元
気
あ
っ
ぷ
再
生
事
業
に

重
し
を
乗
せ
た
討
論
を
、
4

議
員
が
登
壇

　
討
論
者

　
　
鈴
木
利
二

　
　
野
中
昭
一

　
　
小
林
栄
治

　
　
佐
藤
晴
彦

※
４
名
の
意
見
を
集
約
し
た

内
容
を
記
載

　
今
回
、
補
正
の
要
点
は
、

①　
喫
緊
の
課
題
に
対
応
す

る
も
の

②　
市
町
村
間
競
争
に
勝
ち

抜
く
地
方
創
生
を
踏
ま

え
て
い
る
こ
と

③　
新
た
な
事
業
計
画
に
対

応
す
る
財
源
の
確
保

④　
30
年
度
の
事
業
精
算
に

よ
る
も
の

の
補
正
で
あ
り
、
妥
当
と
判

断
で
き
る
。

　

し
か
し
、「
元
気
あ
っ
ぷ

む
ら
」
の
再
生
に
向
け
た
計

画
内
容
は
、
国
の
交
付
金
額

が
決
定
し
て
お
ら
ず
、
そ
の

額
次
第
で
は
、
事
業
の
再
検

討
を
し
、
将
来
に
「
つ
け
」

を
残
さ
な
い
形
で
の
事
業
転

換
を
求
め
ま
す
。

　
町
民
の
理
解
や
意
見
の
聴

取
は
当
然
で
あ
り
、
官
民
と

も
に
納
得
の
い
く
事
業
構
築

を
願
い
ま
す
。

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
道
の
駅
構
想
に
向
け
、
国
に
３
億
２
９

９
２
万
円
の
交
付
金
を
申
請
し
た
が
、
交
付
内
示
は
１
億
９
４

５
０
万
円
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
補
正
７
号
に
よ
り
、
総
事

業
費
を
７
億
６
０
５
０
万
円
か
ら
４
億
９
７
９
０
万
円
に
、
２

億
６
２
６
０
万
円
を
減
額
す
る
補
正
予
算
が
追
加
さ
れ
た
。

　
こ
の
事
業
費
の
減
額
分
は
、
31
年
度
補
正
予
算
に
組
み
入
れ
、

当
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
事
業
を
す
べ
て
行
う
と
の
意
思
を
町

長
が
示
し
ま
し
た
。

平成30年度補正予算・平
注目は元気あっぷむら

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
の

事
業
採
択
内
示
額
が
想
定
外
の
結
果
に

　３月補正第６号（交付金内示前）※千の位は四捨五入して表記
事業名 内容 事業費 交付金

元気あっぷむら整備事業 ・浴室等改装
・機器類改修など １億7250万円 7370万円

道の駅・滞在型施設整備
事業

・情報発信館２階
・グランピングなど ５億8800万円 ２億5622万円

総事業費 ７億6050万円 ３億2992万円

　３月追加補正第７号（交付金内示後）※千の位は四捨五入して表記
事業名 内容 事業費 交付金

元気あっぷむら整備事業 ・機器類改修など 6960万円 2912万円

滞在型施設整備事業 ・	グランピングなど
の新設建屋 ４億2830万円 １億6538万円

総事業費 ４億9790万円 １億9450万円

各
議
案
に
対
す
る
討
論

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
‼

議 会 費 ３９４５円 農林水産費 ２万　８３４円
総 務 費 ２万９３５５円 商 工 費 ９３９５円
民 生 費 １１万２１８０円 土 木 費 ２万８６４８円
衛 生 費 ４万　９８６円 消 防 費 ２万４９４６円
労 働 費 １６８円 教 育 費 ５万３１８４円
公 債 費 ２万１１８４円

平成31年１月１日の人口２万9755人で算出
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町民の負託に応えた各議員の賛否!!
平成31年３月定例会　議案と審議結果

上程された議案＆概要
賛成：〇　　　反対：×

※　齋藤武男議員は議長のため採決に加わりません

澤
畑　
宏
之

髙
根　
　
博

佐
藤　
晴
彦

鈴
木
伊
佐
雄

中
山
喜
美
一

加
藤　
　
章

齋
藤　
誠
治

梅
村　
達
美

横
須
賀
忠
利

小
林　
栄
治

神
林　
秀
治

森　
　
弘
子

野
中　
昭
一

鈴
木　
利
二

阿
久
津
信
男

結　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ

平成30年度補正予算
一般会計（６号補正）
2億5379万円を追加し、補正後の予算総額は114億2084万円 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

P8
P10
P12

一般会計（７号補正）　地方創生拠点整備交付金の内示に伴
い、2億6260万円減額し、補正後の予算総額は111億5824万円 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

平成30年度特別会計補正
介護保険（５号補正）
歳入は保険者機能強化推進交付金410万円の追加、地域
支援事業交付金261万円などで、歳出は介護予防・生活
支援サービス事業費400万円の追加などによる補正で、
補正後の予算総額は22億126万円

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

平成31年度予算
一般会計

× 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決
P3
P6
P7

予算規模は、103億円であり、前年度予算より、6億
9700万円の減額
特別会計予算
国民健康保険　予算総額は27億1390万円、前年度より
5.9％の増 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決 P3

後期高齢者医療　予算総額は2億7154万円、前年度よ
り2.5％の増 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

介護保険　予算総額は21億6713万円、前年度より2.1％
の増 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

宝積寺駅西第一土地区画整理事業
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決予算総額は1億1774万円、事業完了に近づき工事が減少

したため前年度より57.1％の減額
請願・陳情　（　）は付託された委員会が判断した結果です。　その結果に対する各議員の賛否です。
100条委員会設置審議に関する請願
提出者：長部正信氏　紹介議員：横須賀忠利議員	（不採択）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 P8

土づくりセンター存続に関する陳情
提出者：土づくりセンター利用組合	 （採択）〇 〇 × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決 P12

土づくりセンター継続稼働に関する陳情
提出者：JAしおのや高根沢地区園芸生産部会連絡協議会	（採択）〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決 P12

臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情
提出者：移植ツーリズムを考える会	 （採択）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 P10

土づくりセンター継続稼働に関する陳情
提出者：御料会株式会社	 （採択）〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 可決 P12

精神障がい者に身体・知的障がい者同等の福祉サービス適用
を求める陳情　提出者：クローバーハーツ癒しの夢工房	（採択）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 P10

意見書
臓器移植の環境整備を求める意見書	 （採択）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 P10
精神障がい者も栃木県重度心身障がい者医療費助
成制度の対象とすることを求める意見書	 （採択）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 P10

土づくりセンターの存続及び継続稼働を求める意
見書	 （採択）〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 P12

※全議員賛成以外の議案を掲載。

３
月
定
例
会
採

決
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知

ら
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臓器移植の環境整備や
精神障がい者に対する医療費の助成、
土づくりセンター存続に関する意見書提出

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
請
願
・
陳
情
５
件
と
新

規
の
陳
情
１
件
を
付
託
さ
れ
た

委
員
会
が
慎
重
に
審
議
し
、
次

の
３
件
は
本
会
議
で
採
択
と
な

り
、
関
係
機
関
へ
意
見
書
の
提

出
と
な
り
ま
し
た
。

⃝

「
臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を

求
め
る
意
見
書
」
は
衆
参
両

院
の
議
長
及
び
内
閣
総
理
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
へ
。

⃝

「
精
神
障
が
い
者
も
栃
木
県

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
と
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
」
は
県
知

事
及
び
県
議
会
議
長
へ
。

⃝

「
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
存

続
及
び
継
続
稼
働
を
求
め
る

意
見
書
」
は
、
町
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

各
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、

各
委
員
会
の
審
議
報
告
の
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
桑
窪
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
梵

天
祭
り
」
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
お
祭
り
は
、
桑
窪
内
の
４
つ
の
集
落
が
集

ま
っ
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域

の
伝
統
を
絶
や
さ
ず
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
伝
統
が
続
い
て
き
た
背
景
に
は
、
地
域
の

方
た
ち
の
「
絆
」
や
、
世
代
を
超
え
た
深
い
結
び

つ
き
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
桑
窪
の
よ
う
な
地
域
が
町
内
全
域
に
広
が
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

　
町
監
査
委
員
の
再
任
を
同
意

　

町
監
査
委
員
の
寺
田
光

夫
氏
が
、
任
期
満
了
に
な

り
、
町
が
同
氏
を
再
び
選

任
す
る
こ
と
に
、
同
意
し

ま
し
た
。

⃝

監
査
制
度
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
に
あ
た
っ
て
公
金

が
適
正
に
収
納
さ
れ
、
ま
た

合
理
的
に
効
率
的
に
支
出
さ

れ
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
制

度
で
す
。

⃝

監
査
委
員
の
任
期
は
四
年
で
、

主
に
、
毎
月
の
現
金
出
納
検

査
お
よ
び
毎
年
度
二
回
に
渡

り
、
財
務
・
経
営
に
関
す
る

事
務
事
業
を
監
査
し
ま
す
。

　先日、２回目の議会傍聴をしました。
　それは昨年から主人が区長を引き受けることになり、班長さんと
行事を行う中で、皆さんの心の中に「ご近所を大切にしよう、皆が
参加しやすい地域にしよう」という気持ちに溢れていると、改めて
感じました。
　地域の関心が高まる中、初めて議会を傍聴した時、議員の皆さん
が私たちの声をどのように議会に届けているのか、興味深く見させ
ていただきました。
　これからも私たち町民が、安心安全に暮らすための議論や提言を
してくださる事を議員さんに期待します。
　そして、私自身も町政への関心を高め、必要な声を上げられる努
力をして参りたいと思います。
　今後も都合が合えば、傍聴していきたいと思います。

今月の表紙写真を紹介します♪

傍
聴
者
の
声
を
町
政
へ氏　　　名　　滝　孝子さん

住　ま　い　　大谷

寺田光夫　氏

意見書QRコード

監
査
の
仕
事

（5）



元気・健康・活性化を目指し
「くらし高まる」まちづくり事業に期待

元気あっぷむら道の駅登録及び
周辺整備事業	 ７億2917万円

　再び活性化させる手段として
道の駅登録をします。
　24時間使用可能なトイレ・情
報提供施設・親水公園にトレー
ラーハウス等を整備します。

犬猫の不妊去勢手術費用
助成事業	 26万円

　不妊去勢手術費の一部を助成
するもので、１世帯につき１頭
まで手術費用を助成します。
　詳しくは、環境課まで
TEL　６７５－８１０９

健康づくりプロジェクト事業
	 50万円

　ウォーキングとラジオ体操・
町オリジナル体操を活用した運
動習慣化により、健康維持を図
ると共に、医療費の抑制につな
げていきます。

デマンドバス試験運行事業
	 321万円

　多くの町民に利用していただ
くため、混雑する時間帯にデマ
ンドバスの台数を１台増やし、
課題解決につながるか試験的に
運行を行います。

施設園芸拡大プロジェクト整備
事業	 600万円

　県では、「園芸大国とちぎ」
の実現に向け、大規模園芸施設
に係る費用を助成する制度があ
り、これを本町でも活用し、県
と町が一体となって園芸作物の
活性化を図ります。

防災無線デジタル化事業
	 ２億7720万円

　防災無線が聞こえにくい地区
の解消を図るため、アナログ式
からデジタル式に更新します。
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健
康
福
祉
課
長

学
校
教
育
課
長

都
市
整
備
課
長

生
涯
学
習
課
長

元
気
あ
っ
ぷ
創
生
課
長

産
業
課
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

予
算
額　
３
２
３
６
万
円

Q
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
中
で
、
今
年
度

の
環
境
整
備
は
ど
の
様
に
し

て
い
く
の
か
？

A  

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
３
２
１
台
、

電
子
黒
板
を
10
台
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
31
台
導
入
し
、
学
習

環
境
の
強
化
を
図
る
。

　
電
子
黒
板
と
合
わ
せ
、
子

供
た
ち
の
学
び
が
向
上
す
る

こ
と
を
期
待
。

　
予
算
特
別
委
員
会
は
、
３

日
間
に
渡
り
、
全
会
計
を
審

議
し
ま
し
た
。

　
各
議
員
か
ら
は
、
多
く
の

質
疑
が
出
ま
し
た
が
、
今
回

は
一
部
分
を
抜
粋
し
、
議
会

と
行
政
の
質
疑
の
や
り
取
り

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

主
な
審
議
内
容

産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

予
算
額　
８
４
０
万
円

Q
　
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

が
前
年
度
比
で
４
５
０
万
円

ほ
ど
減
額
し
て
い
る
が
そ
の

理
由
は
？

A  

　
前
年
度
か
ら
の
産
後
２
週

間
・
１
か
月
健
診
、
産
後
ケ

ア
を
実
施
し
た
が
、
実
績
数

か
ら
し
て
当
初
見
込
み
よ
り

も
少
な
か
っ
た
た
め
、
減
額

に
し
た
。

 

今
年
度
は
、
産
後
の
心
身

ケ
ア
と
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
追

加
し
更
な
る
充
実
を
図
る
。

平成31年度当初予算　予算特別委員会審議
「地域計画2016」

前期計画の総仕上げに向けた事業予算
平成32年度末までの目標達成のために重要な年と位置付ける

雨
水
対
策
事
業

予
算
額　
１
０
０
万
円

Q
　
前
年
度
比
で
、
１
１
６
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

積
算
根
拠
は
？

A  

　
今
ま
で
、
町
民
か
ら
の
意

見
を
い
た
だ
き
、
浸
透
マ
ス

等
で
対
応
を
図
っ
て
き
た
。

　
抜
本
的
な
改
善
が
必
要
な

と
こ
ろ
を
除
き
、
対
応
を
図

れ
た
状
況
か
ら
、
結
果
と
し

て
減
額
し
た
。

北区の雨水対策
浸透マスの設置で改善できるところばか
りではないのが現状

た
か
ね
ざ
わ

　
　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

予
算
額　
１
９
４
万
円

Q
　
事
業
の
目
的
と
、事
業
内
容
は
？

A  

　
町
民
の
体
力
の
保
持
・
増

進
を
図
る
事
を
目
的
と
し
、　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
や
運
動

能
力
測
定
な
ど
を
行
い
、
多

く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
周
知
も
し
っ
か
り

行
っ
て
い
く
。

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　
維
持
管
理
費

予
算
額　
１
１
０
１
万
円

Q
　
発
酵
槽
テ
ン
ト
の
解
体
費
の
み

の
予
算
だ
が
、今
後
の
方
向
性
は
？

A  

　
現
在
、簡
易
施
設
に
す
る
か

廃
止
の
2
方
向
で
検
討
し
て
お

り
、8
月
を
目
途
に
、方
向
性

を
決
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
関
連

予
算
額

2
億
９
０
５
７
万
円

Q
　

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
の
内
示
額
が
示
さ
れ
、そ

れ
に
よ
る
次
年
度
予
算
へ
の

影
響
は
？

A  

　
町
が
申
請
し
た
交
付
金
額

は
、
3
億
２
９
９
２
万
円

だ
っ
た
が
、
内
示
額
は
１
億

９
４
５
０
万
円
だ
っ
た
。

　
差
額
分
は
、
町
費
で
ま
か

な
い
、
事
業
を
全
て
実
施
す

る
考
え
な
の
で
、
次
年
度
予

算
に
影
響
す
る
。

元気あっぷむらの
　　　行く末はいかに・・・

パソコンと共に整備されるタブレット
タブレット
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１
０
０
条
委
員
会
設
置
審
議

に
関
す
る
請
願〈
継
続
審
査
〉

　
今
第
３
９
２
回
議
会
定
例

会
開
会
日
に
、「
議
案
第
19

号　
調
停
の
申
し
立
て
」
が

議
員
全
員
一
致
に
よ
り
可
決

さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
土
地
所
有
権
確
認
請
求
事

件
の
判
決
結
果
を
受
け
て
、

土
地
売
買
代
金
の
返
還
、
交

換
に
つ
い
て
調
停
を
求
め
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
土
地
の

測
量
及
び
境
界
確
認
等
に
つ

い
て
相
手
方
に
協
力
を
求
め

協
議
し
事
業
を
進
め
て
い
く

も
の
で
す
。

①　
町
が
調
停
を
進
め
、
早

期
解
決
を
図
っ
て
い
る

②　
個
々
の
事
例
に
お
い
て

具
体
的
な
証
拠
が
示
さ

れ
て
い
な
い

　
な
ど
の
理
由
か
ら
、
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

勤
務
時
間
、
休
日
及
び

休
暇
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
が
平
成
31
年
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
の
に
伴

い
改
正
す
る
。

Q
　
改
正
に
よ
る
業
務
の
影
響

は
？A  

　
時
間
外
勤
務
命
令
に
つ
い

て
、
原
則
45
時
間
、
年
間
３

６
０
時
間
の
上
限
を
規
定
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
再
任
用
職
員
の
増

と
と
も
に
新
採
用
職
員
も
積

極
的
に
採
用
す
る
こ
と
で
、

職
員
を
増
員
し
対
応
を
し
て

い
く
。

Q
　
東
小
学
校
跡
地
利
活
用
推

進
事
業
が
進
ま
な
か
っ
た
理

由
は
？

A  

　
跡
地
利
用
の
懇
談
会
は
２

回
開
催
し
、
教
育
長
か
ら
報

告
書
が
提
出
さ
れ
、
結
果
と

し
て
、
年
度
内
に
そ
の
後
の

協
議
が
整
わ
な
い
た
め
、
減

額
し
た
。

　
次
年
度
に
再
度
予
算
を
計

上
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
減

額
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
と
返
礼
品
は
？

A  

　
こ
れ
ま
で
の
状
況
は
１
６

３
件
で
２
１
０
万
５
０
０
円

の
実
績
で
あ
り
、
前
年
度
同

期
比
で
、
約
30
件
減
少
し
、

返
礼
品
は
、
に
っ
こ
り
梨
が

最
も
多
か
っ
た
。

Q
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
台

数
と
利
用
状
況
は
？

A  

　
14
人
乗
り
２
台
、
10
人
乗

り
１
台
、
運
行
し
て
い
る
タ

ク
シ
ー
会
社
の
好
意
に
よ
り

セ
ダ
ン
型
乗
用
車
１
台
で
運

行
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
利
用
状
況
は
、
前

年
同
期
比
約
２
０
０
０
人
減

少
し
た
。

Q
　

財
政
調
整
基
金
残
高
は
。

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
は
ど

れ
ぐ
ら
い
あ
れ
ば
、
安
定
し

て
い
る
の
か
？

A  

　
３
月
補
正
後
の
残
額
は
14

億
４
５
２
万
８
９
２
５
円
で

あ
り
、
決
算
時
の
指
標
を
見

れ
ば
、
安
定
し
て
い
る
状
態

で
あ
る
。

財
政
調
整
基
金

ふ
る
さ
と
納
税

東
小
学
校
跡
地
利
活
用

条
例
改
正
審
査

請
　
　
　
願

デ
マ
ン
ド
バ
ス

主
な
補
正
予
算

一
般
会
計

補
正
予
算
審
議

総
務
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

　
主
な
補
正
内
容
は
、

歳
入

・
震
災
復
興
特
別
交
付
税

 
 

△
１
億
８
３
４
６
万
円

・
墓
地
永
代
使
用
料

 
 

 

△
２
７
６
万
円

・
一
般
寄
付
金

 
 

△
２
５
０
万
円

歳
出

・
塩
谷
広
域
行
政
組
合

　
環
境
施
設
建
設
負
担
金

△
１
億
８
５
６
９
万
円

・
生
ご
み
収
集
事
業
費

△
１
６
６
６
万
円

・
東
小
学
校
跡
地

　
利
活
用
推
進
事
業
費

△
４
０
０
万
円

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　
運
行
事
業
費△

１
３
６
万
円

・
人
に
や
さ
し
い

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

タ
ク
シ
ー
整
備
事
業
費

△
30
万
円

が
主
な
も
の
で
、
そ
の
他
額

の
確
定
に
よ
る
補
正
が
あ
り

ま
し
た
。

企
画
課
長

総
務
課
長

企
画
課
長

総
務
課
長

地
域
安
全
課
長

内　
　
容

審
査
経
緯

調
停
申
し
立
て
内
容

質　
　
疑

審
査
結
果

どうなる旧東小学校跡地？

基金名 2018年度末 2020年度末
現残高 見込み額

財政調整基金 15億4317万円 9億8040万円
減災基金   4億7948万円 3億8065万円
国際交流推進基金 　　 4811万円      3615万円
国保財政調整基金   1億  255万円 2億1896万円
介護給付準備基金        3484万円 1億5873万円

主な基金残高状況

（8）



３
月
定
例
会
採

決

結

果
お

知

ら

せ
委
員
会
審
議
一

般

質

問
特

別

企

画

日
常
調
査
テ
ー
マ 

①

今
後
の
方
向
性

　
今
回
の
調
査
に
よ
り
、
多

角
的
視
野
の
中
で
町
づ
く
り

を
し
て
い
く
必
要
性
や
、
多

種
多
様
な
方
と
の
連
携
を
図

る
こ
と
の
重
要
性
が
あ
る
こ

と
を
、
痛
感
し
ま
し
た
。

　

当
常
任
委
員
会
と
し
て
、

将
来
に
向
け
た
町
の
あ
る
べ

き
姿
を
見
据
え
た
政
策
提
言

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
町
の
財
政

健
全
化
や
、
政
策
・
予
算
編

成
に
つ
い
て
、
合
わ
せ
た
研

究
・
調
査
を
行
い
、
実
現
可

能
な
政
策
展
開
に
つ
な
が
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

官
民
の
協
力
に
よ
り
、
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
10
年
後
、
20
年
後
の
将
来

を
考
え
る
と
、
公
共
交
通
機

関
の
連
携
や
、
町
外
へ
の
ア

ク
セ
ス
な
ど
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
、
町
民
の
多
様
な
動

向
に
対
応
で
き
る
町
へ
な
る

の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
整
備
さ
れ

る
「
道
の
駅　
元
気
あ
っ
ぷ

む
ら
」
や
、
観
光
拠
点
と
な

る
べ
き
と
こ
ろ
を
連
結
さ
せ
、

町
の
魅
力
度
向
上
や
来
町
す

る
方
が
増
加
で
き
る
も
の
と

期
待
で
き
ま
す
。

本
町
の
現
状

　
公
共
交
通
と
少
子
化
高
齢

化
対
策
を
、
複
合
的
に
解
決

に
導
い
て
い
る
行
政
の
姿
勢

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
本
町
の
公
共
交
通
の
現
状

は
、
鉄
道
は
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

と
、
烏
山
線
が
あ
り
、
道
路

網
と
し
て
は
、
国
道
4
号
線
、

県
道
10
号
線
の
幹
線
道
路
に

加
え
、
今
後
、
新
た
に
国
道

４
０
８
号
線
が
整
備
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
交
通
弱
者
対
策
と

し
て
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
、

地
域
経
営
計
画
に
関
す
る
こ
と

少
子
高
齢
化
対
策

　
富
山
市
の
北
方
に
位
置
す

る
舟
橋
村
は
平
成
の
大
合
併

の
中
に
入
ら
ず
、
独
自
の
発

想
と
施
策
で
発
展
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
日
本
一
小
さ
な
村
は
、
8

年
が
か
り
で
市
街
化
調
整
区

域
を
除
外
し
開
発
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
に
は
「
人
口
問

題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
、
転
入
転
出
者
の

動
向
を
分
析
。
子
育
て
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
に
着
目
し
、
人
口

増
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

調
査
内
容

公
共
交
通
に
関
す
る
こ
と

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方

都
市
、
富
山
市
で
は
、
人
口

減
少
が
進
み
地
域
経
済
を
圧

縮
し
、
さ
ら
に
人
口
減
少
を

加
速
さ
せ
る
と
い
う
、
負
の

連
鎖
に
な
る
リ
ス
ク
が
大
変

高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
に
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
、

こ
れ
ま
で
公
共
交
通
を
軸
と

し
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ

く
り
」
を
政
策
の
中
心
に
置

き
、
施
策
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　
平
成
18
年
に
は
「
次
世
代

路
面
電
車
Ｌ
Ｒ
Ｔ
」
を
開
業

し
、
自
動
車
が
な
く
と
も
安

心
し
て
生
活
が
送
れ
る
都
市

機
能
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

総務常任委員会日常調査中間報告

「希望の持てるまちを後世に引き継いでいく」

富山市の公共交通

公共交通・少子高齢化対策を調査

国道408号線
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３
月
定
例
会
採

決

結

果
お

知

ら

せ
委
員
会
審
議
一

般

質

問
特

別

企

画

臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
に
関
す
る
陳
情

　

12
月
定
例
会
で
継
続
審
査
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
臓
器

移
植
を
国
民
に
と
っ
て
安
全
で
身
近
な
も
の
と
し
て
定
着
さ

せ
る
た
め
、
意
見
書
案
に
「
法
整
備
」、「
環
境
整
備
」
の
文

言
を
付
け
加
え
る
こ
と
で
意
見
が
集
約
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

採
択
し
ま
し
た
。

精
神
障
が
い
者
に
身
体
・
知
的
障
が
い
者
同
等
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
適
用
を
求
め
る
陳
情

　

身
体
・
知
的
障
が
い
者
に
適
用
さ
れ
て
い
る
栃
木
県
重
度

心
身
障
が
い
者
の
助
成
制
度
を
、
精
神
障
が
い
者
に
も
適
用

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
、
県
及
び
県
議
会
議
長
に
対
し
、

要
望
書
の
提
出
を
求
め
る
内
容
で
す
。

　

身
体
・
知
的
障
が
い
者
が
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
と
の
相

違
点
、
他
県
と
の
状
況
な
ど
、
精
神
障
が
い
者
に
も
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
の
意
見
に
よ
り
、
全
員
一
致
で
採
択
し

ま
し
た
。

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
被
災
者
支
援
の
充
実
強
化

を
図
る
た
め
、
災
害
援
護
資

金
の
貸
し
付
け
に
関
す
る
基

準
は
、
保
証
人
を
立
て
る
場

合
・
無
利
子
。

　
保
証
人
を
立
て
な
い
場
合

は
据
え
置
き
期
間
中
は
無
利

子
、
据
え
置
き
期
間
経
過
後

は
年
1.5
％
の
有
利
子
と
す
る

も
の
で
す
。

　
平
成
31
年
４
月
1
日
よ
り

施
行
さ
れ
ま
す
。

Q
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、

商
工
会
で
実
施
し
て
い
る
も

の
と
は
違
う
の
か
？

A  

　
国
は
、
10
月
頃
か
ら
実
施

す
る
考
え
で
、
商
品
券
の
利

用
可
能
額
は
２
万
５
千
円
。

購
入
額
は
、
２
万
円
と
の
通

知
が
届
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
税
の
非
課
税

者
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

Q
　

 

学
童
保
育
所
整
備
事
業

費
の
減
額
理
由
は
？

A  

当
初
予
定
し
た
大
規
模
な
改
修

工
事
で
は
な
く
、
簡
易
な
工
事

で
対
応
で
き
る
た
め
で
す
。

Q
　
な
ぜ
、
今
議
会
で
も
補
正

を
行
っ
た
の
か
？

A  

　
小
中
学
校
の
音
楽
室
と
配

膳
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
、
12
月
議
会
で
補
正
を

行
い
ま
し
た
が
、
積
算
見
積

も
り
を
誤
っ
た
為
、
今
回
補

正
を
し
ま
し
た
。

エ
ア
コ
ン
設
置

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

条
例
改
正
審
査

陳
情
に
関
す
る
審
議

学
童
保
育
所

主
な
補
正
予
算

一
般
会
計

補
正
予
算
審
議

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

　
主
な
補
正
内
容
は
、

歳
入

・
児
童
手
当
負
担
金

 
 

△
１
３
０
０
万
円

・
私
立
、
公
立
保
育
園
児

　
保
護
者
負
担
金

 
 

△
５
２
０
万
円

・
子
ど
も
の
た
め
の

　
教
育
保
育
給
付
交
付
金

 
 

△
１
３
０
０
万
円

歳
出

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　
事
務
費

 
 

２
１
９
万
円

・
児
童
手
当
給
付
費

△
１
３
０
８
万
円

・
学
童
保
育
所
整
備
事
業
費

△
２
５
０
万
円

・
小
中
学
校
施
設
修
繕

　
改
修
事
業
費

６
７
０
万
円

・
図
書
館
施
設
修
繕

　
改
修
事
業
費△

２
５
０
万
円

が
主
な
も
の
で
、
そ
の
他
に

職
員
の
人
件
費
、
特
別
会
計

の
繰
出
金
等
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
教
育
課
長

健
康
福
祉
課
長

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

主
な
意
見
及
び
審
査
結
果

主
な
意
見
及
び
審
査
結
果

内　
　
容

陳
情
内
容

小・中学校の音楽室にエアコンが設置されます。

日本臓器移植
ネットワークホームページ

QRコード

重度心身障がい者
助成制度QRコード
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日
常
調
査

日
常
調
査

他
市
町
の
事
例

「
公
私
連
携
協
定
」

を
推
奨

町
内
保
育
園

今
後
の
調
査

　
調
査
内
容
を
踏
ま
え
議
論

し
た
中
で
、

①　
法
人
が
倒
産
し
た
場
合

の
措
置

②　
保
育
の
質
を
持
続
的
に

担
保
で
き
る
か

③　
土
地
・
建
物
の
権
利
を

ど
う
す
る
か

④　
行
政
の
関
与
は

な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
消
で
き

る
保
育
運
営
制
度
を
調
べ
た

結
果
、「
公
私
連
携
協
定
」

で
契
約
を
し
て
、
民
間
事
業

者
に
運
営
を
託
す
事
が
適
切

と
判
断
し
、
２
つ
の
指
定
管

理
保
育
園
を
、
民
設
・
民
営

へ
の
移
行
は
「
妥
当
」
と
の

結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
上
三
川
町
、
鹿
沼
市
で
は
、

保
育
園
の
施
設
更
新
や
運
営

に
お
い
て
、
財
政
的
支
出
や

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
た
め
、
公
立
保
育
園
を
民

間
保
育
園
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
は
、
公
営
で

行
う
場
合
に
は
利
用
で
き
な

い
国
・
県
の
補
助
金
等
が
使

え
、
財
政
支
出
を
抑
え
る
事

が
で
き
た
こ
と
や
、
利
用
者

の
満
足
に
つ
な
が
る
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
で
き
て

い
る
状
況
で
し
た
。

　
保
育
園
運
営
の
在
り
方
に

関
す
る
こ
と

　
町
内
８
つ
の
保
育
園
の
実

態
調
査
と
、
上
三
川
町
と
鹿

沼
市
で
、
公
営
保
育
園
を
民

営
保
育
園
に
移
譲
し
た
経
緯

を
調
査
し
ま
し
た
。

　
小
規
模
保
育
園
（
０
～
２

歳
児
保
育
）
を
除
き
、
各
園

で
ス
ポ
ー
ツ
や
英
語
教
育
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
変
化
は

感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
指
定
管
理
保
育

園
は
、
他
の
保
育
園
と
違
い
、

契
約
期
間
で
の
計
画
し
か
立

て
ら
れ
ず
、
中
・
長
期
的
な

計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
の
は

課
題
と
捉
え
ま
し
た
。

　
地
域
の
中
で
助
け
合
い
を

し
や
す
い
制
度
設
計
や
、
地

域
力
と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
構
築
な
ど
、
多
角

的
視
野
で
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
が
、
し
っ
か

り
と
築
け
る
よ
う
、
先
進
事

例
等
の
や
り
方
を
含
め
、
本

町
に
あ
っ
た
制
度
の
方
向
性

を
次
年
度
に
調
査
し
、
行
政

に
提
言
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
こ
と

　
地
域
人
材
を
活
か
し
、
ま

た
各
種
団
体
が
連
携
し
た
先

進
事
例
を
持
つ
「
三
重
県
い

な
べ
市
」
と
「
静
岡
県
掛
川

市
」
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

い
な
べ
市
で
は
、「
住
民

力
」
を
活
か
し
た
「
元
気
ク

ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
、
高
齢

者
の
元
気
づ
く
り
の
シ
ス
テ

ム
構
築
に
つ
い
て
学
び
、
掛

川
市
で
は
市
全
体
を
５
つ
の

日
常
生
活
圏
域
に
分
け
て
、

「
地
域
健
康
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
く
し
あ
」
を
各
地
域

に
設
置
し
、
介
護
・
医
療
・

福
祉
・
保
健
の
総
合
的
支
援

地
域
拠
点
を
構
築
し
た
経
緯

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

教育福祉常任委員会日常調査中間報告
保育園運営の在り方に結論を出す！

指定管理保育園を民設・民営保育園へ

地域での共助が必要不可欠な時代

３
月
定
例
会
採

決

結

果
お

知

ら

せ
委
員
会
審
議
一

般

質

問
特

別

企

画

日
常
調
査
テ
ー
マ
①

日
常
調
査
テ
ー
マ
②

たから保育園視察風景

内閣府
公私連携制度
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Q
　
繰
り
越
し
事
業
が
、
平
成

32
年
３
月
ま
で
に
、
終
了
し

な
い
場
合
の
交
付
金
返
還
は

あ
る
の
か
？

A  

　
整
備
事
業
が
完
了
し
な
い

場
合
は
、
出
来
上
が
っ
た
部

分
ま
で
の
「
出
来
高
払
い
」

で
、
交
付
金
が
支
払
わ
れ
る

の
で
一
部
返
還
は
あ
る
。

　
「
高
根
沢
町
土
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
利
用
組
合
」、「
Ｊ
Ａ

し
お
の
や
高
根
沢
地
区
園
芸

生
活
部
会
」、「
御
料
会
株
式

会
社
」
の
3
者
か
ら
提
出
さ

れ
た
、「
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

存
続
」
等
に
関
す
る
陳
情
を

継
続
審
査
と
し
て
い
た
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

　
産
業
課
長
出
席
の
も
と
審

査
を
し
、「
町
と
し
て
今
後

の
方
向
性
は
簡
易
の
施
設
へ

の
転
換
か
、
廃
止
と
し
て
い

お
り
、
今
後
８
月
を
目
途
に

方
向
性
を
決
め
て
い
き
た

い
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
委

員
か
ら
は
「
簡
易
な
施
設
に

転
換
し
て
も
、
陳
情
内
容
の

継
続
稼
働
と
み
な
せ
る
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
全
員
一
致
で
採
択

　
「
地
方
創
生
拠
点
整
備
交

付
金
」
の
増
額
補
正
は
、

平
成
30
年
度
の
国
の
補
正

予
算
に
よ
る
繰
り
越
し
事

業
で
、
こ
の
交
付
金
を
活

用
し
、
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

を
整
備
す
る
た
め
、
今
回

の
補
正
に
組
み
込
ん
だ
も

の
で
す
。

　

国
に
認
め
ら
れ
た
事
業

費
の
半
分
が
交
付
さ
れ
、

残
り
を
町
が
負
担
す
る
た

め
、
町
債
で
充
当
す
る
も

の
で
す
。

　

町
負
担
分
に
関
し
て
は
、

１
０
０
％
地
方
債
を
充
当

し
、
50
％
が
交
付
税
で
措

置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実

質
の
町
負
担
は
４
分
の
１

と
、
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
気
あ
っ
ぷ
創
生
課
で

は
、「
道
の
駅
情
報
提
供
施

設
整
備
事
業
費
」、「
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
滞
在
型
施
設

整
備
事
業
費
」
は
、
交
付

決
定
が
３
月
下
旬
に
な
る

た
め
、
平
成
31
年
度
に
繰

り
越
し
事
業
に
す
る
も
の

で
す
。

Q
　
町
道
87
号
線
の
減
額
理
由

と
は
？

A  

　
町
道
87
号
線
は
、
事
業
が

完
了
し
、
額
が
確
定
し
た
た

め
、
減
額
し
た
も
の
で
す
。

陳
情
に
関
す
る
審
議

町
民
が
注
目
す
る
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
整
備
事
業

町
道
整
備

町
営
住
宅

主
な
補
正
予
算

今
後
ど
う
な
る
？

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
行
方

建
設
産
業
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

歳
入

・
農
林
水
産
業
費

△
５
０
０
万
円

・
農
林
水
産
業
県
補
助
金

△
４
０
０
万
円

・
下
水
道
事
業
補
正

△
２
３
０
０
万
円

・
都
市
整
備
減
額
補
正

△
８
２
０
０
万
円

・
町
道
８
７
号
線
の
減
額

△
５
０
０
万
円

・
町
営
住
宅
使
用
料
の
減
額

△
１
１
０
万
円

歳
出

・
農
林
水
産
手
数
料９

７
万
円

・
農
林
負
担
金

５
１
９
万
円

・
農
業
人
材
強
化
総
合
支
援

事
業
費
補
助
会

１
７
２
５
万
円

・
砂
利
道
補
修
費
委
託
料

６
４
１
万
円

が
主
な
内
容
で
し
た
。

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

元
気
あ
っ
ぷ
創
生
課
長

審
議
内
容

結　
　
果

  

交
付
金
の
性
質

説　
　
明

Q
　
町
営
住
宅
使
用
料
の
減
額

要
因
は
？

A  

　
町
営
住
宅
は
、
入
居
者
の

使
用
料
は
見
込
み
で
予
算
化

し
て
お
り
、
入
居
者
の
所
得

状
況
か
ら
毎
年
３
月
に
使
用

料
を
決
定
し
て
い
る
た
め
、

額
の
確
定
に
よ
り
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

一
般
会
計

補
正
予
算
審
議

３
月
定
例
会
採

決

結

果
お

知

ら

せ
委
員
会
審
議
一

般

質

問
特

別

企

画

工事が完了した町道87号線（寺渡戸地内）

写真は光陽台住宅

元気あっぷむら整備計画のイメージ
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農
業
の
課
題
と
展
望

営
農
支
援
シ
ス
テ
ム

植
物
工
場

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

調
査
で
の
所
感

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）・
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
図
情
報

シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
し
、
農

機
の
稼
働
情
報
と
農
家
の
圃

場
・
作
業
・
収
穫
と
い
っ
た

情
報
を
連
携
さ
せ
、
様
々
な

デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理
・

見
え
る
化
を
図
り
、
農
業
経

営
の
改
善
を
可
能
と
し
て
い

ま
す
。

　
実
際
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
、

圃
場
管
理
・
作
業
記
録
・
作

業
進
捗
・
作
付
計
画
・
食
味
・

収
量
を
一
元
管
理
す
る
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
農
業
が
大
き
く
変

わ
る
と
思
わ
れ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
Ｉ
Ｔ
を
駆
使

し
た
水
耕
栽
培
の
植
物
工
場

は
、
平
面
を
使
っ
た
農
業
か

ら
栽
培
の
棚
を
何
段
も
積
み

重
ね
空
間
を
使
う
栽
培
方
法

で
す
。

こ
の
た
め
、

①　

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、

ま
た
地
域
を
選
ば
ず
安

定
し
た
野
菜
の
供
給
が

で
き
る
。

②　
病
原
菌
や
害
虫
の
被
害

が
少
な
く
、
無
農
薬
栽

培
が
で
き
る
。

③　
連
作
障
害
が
起
き
な
い
。

④　
管
理
や
作
業
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
す
る
こ
と
で
労

働
環
境
の
性
が
期
待
で

き
、
雇
用
支
援
に
も
有
効
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
初

期
投
資
に
多
額
の
費
用
が
か

か
る
た
め
経
営
判
断
が
大
変

重
要
と
な
り
ま
す
。

　
女
性
農
業
者
が
日
々
の
生

活
や
仕
事
、
自
然
と
の
関
わ

り
の
中
で
培
っ
た
知
恵
を

様
々
な
企
業
の
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
と
結

び
付
け
、
新
た
な
新
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
、
情
報
を
創
造
し
、

社
会
に
広
く
発
信
し
て
い
く

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
、
農
業
内
外
の
多
様
な

企
業
・
団
体
と
連
携
し
、
農

業
で
活
躍
す
る
女
性
の
姿
を

様
々
な
切
り
口
か
ら
情
報
発

信
す
る
こ
と
で
、
社
会
全
体

で
の
女
性
農
業
者
の
存
在
感

を
高
め
、
合
せ
て
職
業
と
し

て
の
農
業
を
選
択
す
る
若
手

女
性
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
女
子
の
存
在
感
を
高

め
、
経
営
力
の
向
上
、
若
い

女
性
の
職
業
の
選
択
肢
に

「
農
業
」
を
加
え
る
と
い
う

ま
さ
に
人
材
育
成
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
農
業
技
術
革
新
は
急
速
に

拡
大
し
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
業
界
全
体
の
高
齢
化
も
進

ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
現
状
か
ら
、
ま
ず
農

業
者
は
、
時
代
の
変
化
を
受

け
入
れ
意
識
を
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
後
継
者
を
身
内
に

頼
ら
ず
、
や
る
気
の
あ
る
人

材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
や
、

さ
ら
に
国
及
び
地
方
自
治
体

は
、
農
業
者
が
最
新
技
術
を

導
入
し
や
す
く
す
る
こ
と
な

ど
、
官
と
民
が
一
体
と
な
っ

て
業
界
の
改
革
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。　

３
月
定
例
会
採

決

結

果
お

知

ら

せ
委
員
会
審
議
一

般

質

問
特

別

企

画

ロボット技術を活用した田植え作業

企業と女性農業者のコラボ

　
農
林
水
産
省
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
日
本
の
農
業
従
事
者

数
は
年
々
減
少
し
、
全
体
の

平
均
年
齢
も
上
昇
し
て
お
り
、

今
後
も
さ
ら
に
従
事
者
の
減

少
・
高
齢
化
が
進
む
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
農
業
就
業
者

の
高
齢
化
・
離
農
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
受
け
皿
と
し
て
、

「
担
い
手
」
を
中
心
と
し
た

農
業
生
産
法
人
へ
、
農
地
の

集
積
が
進
む
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
大
規
模
化
や
コ
ス

ト
競
争
力
の
強
化
、
農
作
物

の
高
付
加
価
値
化
と
い
っ
た

国
内
農
業
の
成
長
に
向
け
た

取
り
組
み
は
、
今
後
ま
す
ま

す
進
ん
で
い
く
も
の
と
み
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
内
外

の
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
に
よ

り
、
新
た
な
営
農
支
援
シ
ス

テ
ム
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

建設産業常任委員会日常調査中間報告

農業改革に向け将来に向けたキーワード
「ICT」「植物工場」「担い手」を調査
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　詳細は、YouTubeやDVD・会議録
をご覧ください。

　会議録は、定例会及び臨時会の終了後、
約２ケ月後に発行します。
　役場・図書館（中央館・仁井田分館・
上高根沢分館）で貸出し、閲覧ができます。

DVD
会議録

YouTube

町
政
を
問
う
！

７
人
の
議
員
が
登
壇

◆佐藤　晴彦　議員………………15
①「安心度が高まる」まちづくりを
②防災意識・経験が高まる町へ

◆齋藤　誠治　議員………………16
①農業を取り巻く様々な課題の打開策は
②景況感が「下降している」理由は
③公聴活動の取り組み状況と今後の展開は

◆澤畑　宏之　議員………………17
①市街化調整区域での宅地供給は
②地域振興作物の今後の展開は
③SNS普及と思春期の子ども達への対応は

◆髙根　　博　議員………………18
①がん対策への具体的な取り組みは
②北区が抱える不安要素への対応は

◆横須賀忠利　議員………………19
①東小学校プロポーザル方式契約と業務委託契約書は
②塩谷広域行政組合次期環境施設整備事業の工事費は
③町長が進めている施策と権限移譲の取り組みは

◆小林　栄治　議員………………20
①新年度の予算編成は
②町民ホールの有効活用は

◆森　　弘子　議員………………21
①安全な道路環境整備を
②アレルギーの子に対応した学校給食の導入を

　一般質問のページにあるQRコード、また
は「高根沢町議会　第392回」で検索

２月27日、28日　一般質問の傍聴者　11名
　皆さんが選んだ議員の考えをリアルタイムで聞くことがで
きます。
　ぜひ傍聴にお越しください。
　今回、傍聴された皆様、議会活性化アンケートのご協力あ
りがとうございました。

一般質問って？
　一般質問は、町の行財政全般に関し、議員主導で政策的な論議
をする場です。
　議長が、質問と答弁がよくかみ合うように議事を進めるため、
質問する議員も、受ける執行機関もともに十分な準備が必要です。
　そのため、議員としては、質問の構想を練り理論構成をしてそ
の要旨を議長に通告する通告制をとっています。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問を含め60分以内です。
　再質問は、一問一答方式で行っています。

傍聴

　本紙では、■の質問を要約して掲載しています。

３
月
定
例
会
採

決

結

果
お

知

ら

せ
委
員
会
審
議
一

般

質

問
特

別

企

画
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問「安心度が高まる」まちづくりを
　答【町長】情報提供を収集する仕組み作りを実施

佐藤　晴彦 議　員
安
心
安
心

条
例
化

Q
本
町
は
、
景
観
計

画
で
屋
外
広
告
物

に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、

公
衆
へ
の
危
害
防
止
の
観
点

か
ら
、
条
例
化
し
て
は
？

A  
町
長

　
屋
外
広
告
物
の
危
険
防
止

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、県
な

ど
が
主
催
す
る「
屋
外
広
告
物

講
習
会
」や
、「
屋
外
広
告
物
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」で
、屋

外
広
告
物
に
関
す
る
知
識
の

習
得
、
安
全
点
検
の
ポ
イ
ン

ト
を
得
る
事
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
３
年
ご
と
の
更
新

申
請
書
類
に「
点
検
結
果
表
」

の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
独
自
で

条
例
化
を
行
う
考
え
は
な
い
。

情
報
提
供
の
対
応

Q
町
民
や
広
告
業
者

な
ど
へ
の
理
解
・

周
知
お
よ
び
危
険
な
屋
外
広

告
物
の
情
報
提
供
に
よ
る
指

導
・
是
正
が
で
き
る
体
制
は

で
き
て
い
る
の
か
？

A  

町
長

　
関
係
業
者
に
対
し
、
講
習

会
等
の
周
知
は
し
て
い
る
。

　
町
民
へ
の
周
知
を
図
る
た

め
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
、
理
解
を
進
め

て
い
く
。

　
ま
た
、
町
民
か
ら
の
情
報

提
供
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

指
導
で
き
る
体
制
は
整
っ
て

い
る
。

　
今
後
、
区
長
を
通
じ
た
地

域
か
ら
の
情
報
提
供
を
収
集

す
る
仕
組
み
作
り
も
実
施

し
、
危
険
な
屋
外
広
告
物
を

発
見
し
た
場
合
に
、
速
や
か

に
通
報
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
く
。

学
校
行
事
化

Q
防
災
知
識・経
験
を

高
め
る
た
め
、災
害

対
応
訓
練
日
に
合
わ
せ
て
学

校
行
事
を
計
画
し
て
は
？

A  

教
育
長

　
地
域
住
民
が
主
体
と
なって

行
う
形
の
訓
練
に
、地
域
の
一

員
と
し
て
積
極
的
に
参
加
で

き
る
環
境
が
理
想
で
あ
る
が
、

今
回
の
訓
練
と
は
別
に
、学
校

行
事
と
し
て
避
難
訓
練
を
実

施
し
て
お
り
、知
識
と
避
難
行

動
を
体
験
し
学
ん
で
い
る
。

　
現
時
点
で
は
、
訓
練
日
に

合
わ
せ
て
学
校
行
事
を
実
施

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

指
定
避
難
所

Q
災
害
対
応
訓
練
の

時
に
、
指
定
避
難

所
と
な
る
学
校
と
の
連
携
・

協
力
は
で
き
て
い
た
の
か
？

A  

教
育
長

　
各
学
校
に
は
、
災
害
発
生

状
況
に
応
じ
た
行
動
基
準
が

あ
る
。

　
今
回
は
、
被
害
状
況
を
教

育
委
員
会
に
報
告
し
て
、
情

報
共
有
を
行
う
訓
練
を
実
施

し
た
。

　
学
校
と
避
難
所
が
連
携
す

る
訓
練
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
災
害
発
生
時
の
被
災
状

況
を
確
認
し
、
教
育
委
員
会

へ
の
報
告
体
制
が
整
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
避
難
所
開
設

の
判
断
に
結
び
付
け
ら
れ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

防
災
・
減
災
運
動
会

Q
過
去
の
質
問
で
、防

災・減
災
運
動
会
に

つ
い
て
検
討
す
る
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
検
討
は
進
ん

で
い
る
の
か
？

A  

教
育
長

　

現
在
の
教
育
課
程
は
極
め

て
過
密
で
あ
り
、現
時
点
で
は

授
業
時
数
の
確
保
が
難
し
く
、

今
後
さ
ら
に
行
事
を
設
け
る

こ
と
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
国
土
交
通
省
が

作
成
し
た
、
逃
げ
遅
れ
を
無

く
す
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
「
マ
イ・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

を
授
業
に
取
り
入
れ
、
防
災

意
識
の
向
上
を
図
る
。

問
防
災
意
識
・
経
験
が
高
ま
る
町
へ

　
答【
教
育
長
】次
年
度
に

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
授
業
で
実
施

鉄部が腐食した看板
危険要因は無くすべき

２月の災害対応訓練

「マイ・タイムラ
イン」説明動画

防
災
防
災

３
月
定
例
会
採

決

結

果
お

知

ら

せ
委
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会
審
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問景況感「下降している」理由は
　答【町長】「元気あっぷ公社」の経営悪化が要因

齋藤　誠治 議　員

問「公聴活動」今後の展開は
　答【町長】「町政懇談会開催」は廃止、

　　　　　　　　　　公聴事業は継続

公
聴
事
業
継
続

Q
今
後
の
展
開
は
？

A  

町
長

　
「
町
政
懇
談
会
」
は
廃
止

し
た
が
、「
あ
な
た
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
の

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

町
民
の
ご
意
見
や
質
問
を
受

け
付
け
る
「
高
根
沢
町
ご
意

見
板
」
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の

公
聴
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
町
内
の
様
々
な
団

体
か
ら
声
が
け
を
頂
き
、
そ

の
機
会
に
、
町
政
に
対
す
る

意
見
要
望
、
提
言
な
ど
頂
戴

し
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
今
後

の
施
策
展
開
へ
繋
げ
て
い
く

場
と
捉
え
て
い
る
。

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

町
政
懇
談
会

町
政
懇
談
会

町
長
ア
ン
ケ
ー
ト

Q
共
同
通
信
が
実
施

し
た
「
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
具
体
的
な
内
容
は
？

A  

町
長

　
「
地
方
創
生
、ポ
ス
ト
平
成

に
関
す
る
全
国
自
治
体
首
長

ア
ン
ケ
ー
ト
」の
調
査
で
あ
る
。

　

今
回
新
聞
掲
載
さ
れ
た

「
景
況
感
」
は
、「
一
年
前
と

比
べ
て
、
雇
用
、
産
業
出
荷

数
、
飲
食
、
観
光
客
の
動
向

な
ど
を
総
合
し
た
景
況
感
は

ど
の
よ
う
か
」
と
い
う
問
い

に
対
し
て
、「
上
向
い
て
い

る
」・「
変
わ
ら
な
い
」・「
下

降
し
て
い
る
」
の
選
択
肢
か

ら
回
答
す
る
内
容
で
あ
る
。

元
気
あ
っ
ぷ
公
社
経
営
悪
化

Q
「
下
降
し
て
い
る
」

と
回
答
し
た
理
由

は
？A  

町
長

　
「
元
気
あ
っ
ぷ
公
社
の
経
営

状
況
の
悪
化
」が
そ
の
回
答

を
選
択
さ
せ
た
要
因
で
あ
る
。

　
今
年
３
月
ま
で
の
業
績
予

想
は
５
０
０
０
万
円
の
赤
字

に
な
る
見
通
し
で
、
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
景
況
感
を
表
す
指

標
の
一
つ
に
デ
マ
ン
ド
交
通

利
用
減
少
、年
末
の
ス
ー
パ
ー

の
利
用
者
の
減
少
が
目
立
っ

た
と
い
う
報
告
を
も
と
に
下

降
の
判
断
を
し
た
。

町
政
懇
談
会
廃
止

Q
「
町
政
懇
談
会
」・

「
あ
な
た
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
に

お
け
る
現
在
ま
で
の
取
り
組

み
状
況
は
？

A  

町
長

　

町
政
懇
談
会
の
目
的
は
、

町
民
の
声
を
聴
き
、
そ
の
声

を
町
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。

　
町
長
就
任
以
降
23
回
開
催

し
た
が
、
参
加
者
数
が
減
少

し
、
町
政
懇
談
会
を
開
催
す

る
意
義
は
乏
し
い
状
況
と
感

じ
、
平
成
29
年
度
に
廃
止
を

決
定
し
た
。

　
「
あ
な
た
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
」
は
、
行
政

に
対
し
て
、
疑
問
に
思
う
こ

と
や
提
案
し
た
い
こ
と
な

ど
、
地
域
課
題
、
要
望
を
担

当
部
署
の
職
員
と
意
見
交
換

を
行
う
も
の
で
、
現
在
ま
で

６
回
開
催
し
た
。

商工会の新規加入件数と退会件数
≪平成29年度≫
新規加入 23件

退　会 30件
（廃業22件・任意７件・その他１件）

≪平成30年度≫
新規加入 14件

退　会 14件
（廃業10件・任意３件・転出１件）

（景気状況はまだまだ厳しい）

デマンド交通「たんたん号の利用状況」
（児童を除いた数）

年度 ８月 12月 ４月〜12月
計

①Ｈ29 4,011人 3,987人 34,460人
②Ｈ30 3,582人 3,536人 33,467人
①−② 429人 451人 993人
（前年期と比較すると約1,000人減少）

あなたが主役のまちづくり懇談会開催実績
開催年度 開催回数 参加者数
平成25年 １回 26人
平成26年 １回 12人
平成27年 ２回 30人
平成28年 １回 15人
平成30年 １回 　4人

計 ６回 87人
担当部署の職員が直接出向いていることも
あり、有意義な意見交換の場となっている。

３
月
定
例
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採

決
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お
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町
の
特
産
野
菜

Q
現
在
、
地
域
振
興

作
物
は
９
品
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら

振
興
作
物
と
し
た
の
か
？

A  

町
長

　
地
域
振
興
作
物
を
決
定
す

る
に
は
、
町
農
業
再
生
機
構

が
、
町
水
田
フ
ル
活
用
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
設
定
し
、
最

終
的
に
関
東
農
政
局
の
承
認

が
必
要
と
な
る
。

　
地
域
振
興
作
物
の
選
定
理

由
は
、

①
主
食
用
米
と
比
べ
、
単
位

面
積
当
た
り
の
所
得
が
高

収
益
作
物
で
あ
る
こ
と

②
農
協
生
産
部
会
が
あ
り
、

栽
培
管
理
の
統
一
を
図
り
、

共
選
・
共
販
体
制
で
市
場

で
の
安
定
し
た
売
り
上
げ

が
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
、

「
い
ち
ご
」「
え
だ
ま
め
」「
ね

ぎ
」「
夏
秋
な
す
」「
ト
マ
ト
」

「
春
菊
」「
キ
ュ
ウ
リ
」「
玉
ね

ぎ
」「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」の
９

品
目
を
設
定
し
て
い
る
。

特
産
野
菜
の
展
開

Q
今
後
、
新
た
に
振

興
作
物
と
す
る
の

は
ど
の
よ
う
な
物
か
？

A  

町
長

　
地
域
振
興
作
物
は
、
一
定

の
要
件
を
も
っ
て
選
定
を
行
っ

て
き
て
お
り
、
毎
年
、
町
農

業
再
生
協
議
会
で
対
象
作
物

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、「
作
付
面
積
や
出

荷
数
量
、売
上
額
が
年
々
増

え
て
お
り
、将
来
に
地
域
の

特
色
あ
る
作
物
と
な
る
可
能

性
の
あ
る
作
物
」は
、農
協
生

産
部
会
が
な
い
場
合
で
も
、

生
産
部
会
と
同
じ
よ
う
な
生

産
者
組
織
が
あ
る
な
ど
の
要

件
を
加
味
し
、
新
た
な
地
域

振
興
作
物
と
し
て
選
定
す
る

か
ど
う
か
を
、
検
討
す
る
考

え
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

赤
ち
ゃ
ん
の
力
は
絶
大

Q
中
学
生
と
赤
ち
ゃ

ん
の
ふ
れ
あ
い
交

流
事
業
の
内
容
と
成
果
は
？

A  

教
育
長

　
中
学
校
の
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
、
２
年
生
を
対
象

に
『
中
学
生
と
赤
ち
ゃ
ん
の

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
』
を
実

施
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
母
親
と
赤

ち
ゃ
ん
43
組
、
妊
婦
４
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
26
人
の
協
力

を
得
て
、
生
徒
が
赤
ち
ゃ
ん

と
ふ
れ
あ
う
体
験
を
し
た
。

　
今
後
も
、
子
育
て
の
喜
び

や
命
の
尊
さ
、
家
庭
の
絆
の

大
切
さ
を
、
思
春
期
の
生
徒

に
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
継
続
的
に
事
業
を
取
り

入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
被
害
を
防
ぐ

Q
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
危
険
か
ら
子
ど

も
達
を
守
る
学
校
指
導
は
？

A  

教
育
長

　
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
通

知
に
よ
り
、
情
報
の
持
つ
利

便
性
と
危
険
性
を
理
解
さ
せ
、

情
報
機
器
の
適
切
な
使
い
方

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
は
、
子
ど
も
達
を
ネ
ッ

ト
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
保

護
者
向
け
チ
ラ
シ
「
子
ど
も

達
を
ネ
ッ
ト
被
害
か
ら
守
ろ

う
」
を
作
成
し
、
校
長
会
で

内
容
を
検
討
し
た
。

 

今
後
、
こ
の
啓
発
チ
ラ
シ

を
、
各
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
等
で
、
説
明
を
加
え
な

が
ら
配
布
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

心
身
の
健
全
育
成

Q
今
後
、
思
春
期
の

子
ど
も
達
を
対
象

と
し
た
新
た
な
事
業
は
あ
る

の
か
？

A  

教
育
長

　
町
は
、
情
報
の
氾
濫
す
る

現
代
社
会
の
課
題
と
し
て
、

「
性
に
関
す
る
教
育
の
充
実
」

を
揚
げ
、
小
中
一
貫
教
育
の

中
で
、
全
小
中
学
校
が
統
一

し
た
計
画
を
作
成
し
、
義
務

教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
、

系
統
的
な
指
導
を
行
っ
て
い

る
が
、
現
在
、
町
と
し
て
新

し
い
事
業
の
計
画
は
な
い
。

問
Ｓ
Ｎ
Ｓ
普
及
と
、思
春
期
の
子
ど
も
達
へ
の
対
応
は

　
答【
教
育
長
】継
続
的
な
事
業
展
開
と
、

　
　
小
中
一
貫
教
育
で
の
統
一
し
た
計
画
作
成
教
育
教
育

問地域振興作物の今後の展開は
　答【町長】対象作物選定の見直しは行っている

澤畑　宏之 議　員
農
業
農
業

旬のいちご栽培風景
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定
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採
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ら
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会
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問北区全体が抱えている不安要素への町の対応は
　答【町長】“道路網整備計画”の策定を進め

北区の安全対策も合わせて整備を進める

常
に
高
く
、
町
が
事
業
主
体

で
行
う
こ
と
は
現
実
的
で
な

い
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、昨
年
度
よ
り「
町

道
路
網
整
備
計
画
」
の
策
定

を
進
め
、
都
市
計
画
道
路
の

整
備
や
、
既
存
道
路
の
活
用
、

北
区
の
雨
水
対
策
と
合
わ
せ
、

宝
積
寺
駅
か
ら
東
へ
抜
け
る

道
路
を
新
た
な
路
線
と
し
た

整
備
を
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
る
。

　
災
害
に
関
し
て
は
、
整
備

を
終
え
る
の
を
待
つ
の
で
は

な
く
、
現
在
の
状
況
を
踏
ま

え
、
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
身

を
守
る
の
か
を
、
考
え
行
動

す
る
か
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

安
心
安
全
安
心
安
全

が
ん
教
育

Q
中
学
生
に
対
す
る

が
ん
教
育
の
あ
り

方
は
？

A  
教
育
長

　
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に

お
い
て
は
、
が
ん
に
つ
い
て

の
明
確
な
位
置
が
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

　
２
０
２
１
年
の
新
要
領
で

は
「
が
ん
に
つ
い
て
も
取
り

扱
う
も
の
と
す
る
」
と
明
記

さ
れ
、
今
後
、
専
門
機
関
と

も
連
携
を
取
り
学
校
教
育
全

体
を
通
し
て
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

が
ん
検
診
向
上
へ

Q
検
診
率
の
向
上
対

策
は
？

A  

町
長

　
受
診
率
向
上
の
対
策
と
し

て
、
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診
は
、
41
歳
か
ら
61
歳
ま
で
、

子
宮
が
ん
検
診
は
、
21
歳
か

ら
41
歳
ま
で
の
、
5
年
刻
み

の
節
目
年
齢
で
、
費
用
を
無

料
と
し
て
い
る
。

　
未
受
診
者
へ
は
、
個
別
に

受
診
を
促
す
こ
と
や
、
日
曜

日
の
受
診
実
施
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
は
、
集
団
検
診
だ
け

で
な
く
、
医
療
機
関
で
も
受

信
で
き
る
よ
う
図
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
受
診
に
対
し
、

不
安
の
あ
る
方
の
解
消
に
向

け
、
が
ん
検
診
の
必
要
性
や

検
診
方
法
、
受
け
方
な
ど
が
、

分
か
り
易
く
記
載
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
、
対
象
者
へ
の
広
報
活
動

も
行
っ
て
い
る
。

北
区
の
安
全
対
策

Q
生
活
道
路
が
狭
く
、

袋
小
路
の
所
も
多

く
あ
る
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
一
時
避

難
で
き
る
大
規
模
施
設
や
広

場
が
な
い
中
、
町
は
安
全
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
？

A  

町
長

　
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る

市
街
地
整
備
が
、
最
も
効
果

的
な
手
法
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
莫
大
な
時
間
と
、

多
額
な
費
用
が
掛
か
る
う
え
、

住
民
の
賛
同
も
必
要
で
あ
り
、

ク
リ
ア
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
非

問がん対策への具体的な取り組みは
　答【町長】検診率向上のため
　　　　　継続的に広報活動を行っていく

髙根　　博 議　員
健
康
健
康

平成28年度
＜町と県の受診率の比較＞

町 県
胃がん 17.8％ 21.2％
肺がん 21.9％ 27.9％
大腸がん 21.5％ 28.5％
子宮がん 25.1％ 32.4％
乳がん 33.2％ 29.9％

安心安全の対策が求められる
北区周辺の道路網
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問町長が進めている施策と
県からの権限移譲の関連性は？

　答【町長】栃木県権限移譲基本方針記載されていない

復
命
書
の
確
認

Q
第
３
９
１
回
定
例

会
で
、委
員
長
（
教

育
長
）
は
、「
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
実
施
要
領
・
審
査
基
準
決

定
は
、
平
成
28
年
１
月
７
日

付
け
の
復
命
書
」
と
、
答
弁

し
て
い
る
が
、
町
長
と
教
育

長
は
実
施
要
領
・
審
査
基
準

と
理
解
し
た
う
え
で
復
命
書

に
捺
印
し
た
の
か
？

A  

町
長

　
復
命
書
は
、
総
務
課
の
担

当
職
員
か
ら
「
業
者
名
を
委

員
に
公
表
し
、
審
査
し
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
変
更
点
は

な
い
」
と
報
告
を
受
け
、
審

査
要
領
・
審
査
基
準
に
関
す

る
復
命
書
と
い
う
認
識
は
な

く
、
押
印
し
た
。

A 　
　
　
　
教
育
長（
委
員
長
）

　
事
務
局
が
作
成
し
た
復
命

書
が
会
議
の
内
容
と
相
違
な

い
か
確
認
し
て
押
印
し
、
そ

の
後
、
町
長
に
復
命
し
た
。

業
務
委
託
契
約
書

Q
町
が
業
者
と
結
ん

だ
業
務
委
託
契
約

条
項
が
守
ら
れ
な
い
場
合
、ど

の
よ
う
な
措
置
を
と
る
の
か
。

A  

町
長

　
業
務
委
託
契
約
条
項
が
守

ら
れ
な
い
場
合
、
業
務
委
託

契
約
書
約
款
に
沿
っ
た
し
か

る
べ
き
措
置
を
と
る
。

　

総
則
の
第
一
条
に
、
発
注

者
及
び
受
注
者
は
、
契
約
書

に
基
づ
き
、
設
計
図
書
に
対

す
る
質
問
回
答
書
に
従
い
、

日
本
国
の
法
令
を
遵
守
し
、

履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

契
約
の
条
件

Q
守
ら
な
か
っ
た
時

の
措
置
は
？

A  

町
長

　

第
43
条
の
６
の
と
お
り
、

談
合
そ
の
他
不
正
行
為
に
よ

る
解
除
を
行
う
。

問東小学校プロポーザル方式契約と業務委託契約書の確認を
　答【町長】確認なく押印
　　【教育長（委員長）】内容確認のうえ押印

横須賀忠利 議　員
契
約
契
約

許
可
基
準

Q
農
地
法（
第
４・
５

条
許
可
）を
、県
内

の
他
の
市
・
町
で
は
権
限
移

譲
を
受
け
て
い
る
が
、
な
ぜ

取
り
組
ん
で
い
な
い
の
か
？

A  

町
長

　
農
地
転
用
を
許
可
す
る
際

に
、
農
地
法
や
そ
の
他
の
法

令
等
の
十
分
な
知
識
、
正
確

な
判
断
が
必
要
で
あ
り
、
農

業
委
員
会
は
、
県
に
よ
る
許

可
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
、

町
で
は
権
限
移
譲
を
受
け
る

判
断
に
至
っ
て
い
な
い
。

農
地
農
地

「
農
地
法
（
第
４・５
条
）

の
権
限
移
譲
」

Q
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
、除
外
手
続

き
は
、
権
限
移
譲
に
よ
り
決

定
は
出
来
な
い
の
か
？

A  

町
長

　
農
用
地
区
域
内
の
土
地
を

農
用
地
等
以
外
の
用
途
に
利

用
す
る
た
め
に
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
、「
農
振

除
外
」
の
手
続
き
も
、
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更

に
当
る
こ
と
か
ら
、
県
と
の

協
議
及
び
県
の
同
意
が
必
要

と
な
り
町
単
独
で
変
更
の
決

定
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

農振農用地の現状
町全体の面積は3724haです。

農地転用許可制度
QRコード

農業振興地域整備計画
農水省ＨＰより
QRコード
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農
・
商
・
工
対
策

Q
農
業
、個
人
商
店
の

衰
退
対
策
に
係
る

予
算
配
置
は
？

A  

町
長

　
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
、農

業
、
商
工
業
を
中
心
に
地
域

経
済
が
深
刻
な
影
響
を
受
け

て
お
り
「
担
い
手
お
よ
び
後

継
者
の
確
保
」
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

農
業
は
、「
新
規
就
農
者

確
保
事
業
」
や
「
園
芸
振
興

事
業
」
で
、
新
規
就
農
者
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　

ま
た
、「
農
産
物
加
工
品

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」
で
、
開

発
や
販
売
を
支
援
す
る
。

　

商
工
業
は
、「
創
業
支
援

事
業
」
や
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー

ズ・デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
事
業
」

で
、経
営
者
の
育
成
を
図
る
。

　

ま
た
、「
販
路
開
拓
支
援

事
業
」
で
、
新
た
な
販
路
開

拓
に
係
る
費
用
の
補
助
を

行
っ
て
い
く
。

教
育
・
文
化
の
振
興

Q
教
育
、
芸
術
文
化

の
振
興
を
図
る
拠

点
と
し
て
、
今
後
の
活
用
は

い
か
が
な
も
の
か
？

A  

教
育
長

　
建
物
、
設
備
と
も
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
が
、町
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
小
規

模
で
も
質
の
高
い
も
の
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
く
。

町
民
ホ
ー
ル
活
用

Q
町
民
ホ
ー
ル
は
、開

館
し
て
か
ら
40
年

が
経
過
し
た
が
、
最
近
の
活

用
状
況
は
？

A  

教
育
長

　
町
主
催
事
業
は
、
音
楽
コ

ン
サ
ー
ト
等
の
公
演
を
年
３

回
程
度
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
達
の
発
表

や
立
志
式
の
講
演
会
、
成
人

式
、
吹
奏
楽
な
ど
の
講
座
も

行
っ
て
い
る
。

問
町
民
ホ
ー
ル
の

　
　
　
有
効
活
用
は

　
答【
教
育
長
】芸
術
文
化
に

触
れ
る
機
会
を
多
く
提
供

文
化
文
化

予
算
配
分

Q
今
世
紀
は
、医
療
福

祉
及
び
健
康
、
環

境
、
教
育
の
時
代
と
感
じ
る

が
、
予
算
配
分
は
ど
う
な
る

の
か
？

A  

町
長

　
医
療
福
祉
、
健
康
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
で
「
配

食
サ
ー
ビ
ス
」
を
新
規
事
業

と
し
て
行
う
。

　
「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
」は

継
続
実
施
し
、
子
育
て
環
境

の
充
実
を
図
る
。

　
ま
た
、
働
き
盛
り
に
は
Ａ

Ｉ
に
よ
る
特
定
健
診
の
受
診

勧
奨
を
行
い
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
し
、
健
康
増
進
に
努

め
る
。

　
教
育
は
、
電
子
黒
板
等
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
整
備
し
、
機

器
の
活
用
を
図
る
。

　
ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
、
西

小
学
校
校
舎
の
大
規
模
改
修

を
図
り
、
安
心
し
て
学
べ
る

環
境
を
整
え
る
。

予
算
編
成

Q
新
年
度
予
算
は
、社

会
の
喫
緊
課
題
や

町
の
方
向
性
を
見
据
え
、
反

映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
編
成
方
針
は
？

A  
町
長

　
Ｊ
Ｒ
宝
積
寺
駅
を
中
心
に

「
賑
わ
い
創
出
」「
移
住・定
住
」

及
び「
創
業
支
援
」の
取
り
組

み
を
、町
全
体
に
波
及
さ
せ
、

「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
を
拠

点
に
新
た
な「
賑
わ
い
」、「
人

の
流
れ
」、「
し
ご
と
創
出
」の

取
り
組
み
を
最
優
先
事
項
と

し
て
予
算
編
成
を
行
う
。

問新年度の予算編成は
　答【町長】最優先は、元気あっぷむらの再生

小林　栄治 議　員
予
算
予
算

「高根沢城」は、皆様の来場を待っています。

圧巻の「ハンガリー民族舞踏団」
迫真の舞い
40年前の町民ホールこけら落とし公演
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歩
道
橋
の
設
置

Q
高
根
沢
高
校
生
や

地
域
住
民
が
利
便

性
向
上
の
た
め
、
仁
井
田
駅

と
町
道
６
２
９
号
線
を
結
ぶ

歩
道
橋
の
整
備
を
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
？

A  
町
長

　
過
去
に
、
栃
木
県
へ
歩
道

橋
整
備
に
関
す
る
要
望
を
行

な
っ
た
経
緯
は
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
７
月
に

「
知
事
と
語
ろ
う
！
栃
木
元

気
フ
オ
ー
ラ
ム
㏌
高
根
沢
」

で
、
参
加
者
か
ら
同
じ
内
容

の
質
問
が
あ
り
、
県
知
事
及

び
県
教
育
委
員
会
か
ら
、
町

に
「
歩
道
橋
の
整
備
は
行
わ

な
い
」と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
現
在
、
仁
井
田
駅
か
ら
西

側
約
２
０
０
ｍ
の
位
置
に
第

一
文
挾
踏
切
を
渡
り
、
町
道

６
２
９
号
線
へ
安
全
・
安
心

に
移
動
で
き
る
よ
う
整
備
さ

れ
、
仁
井
田
駅
の
歩
道
橋
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

跨
線
橋
の
整
備

Q
町
道
１
１
９
号
線

の
跨
線
橋
は
、
Ｊ

Ｒ
宇
都
宮
線
を
挟
ん
だ
東
西

を
結
ぶ
駅
西
と
光
陽
台
、
宝

石
台
な
ど
の
往
来
道
路
と
し

て
、
重
要
な
道
路
橋
だ
が
、

道
路
幅
が
狭
く
、
い
つ
拡
幅

す
る
の
か
？

A  

町
長

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
橋
の
構
造

に
関
す
る
協
議
を
進
め
て
お

り
、平
成
29
年
度
に
概
略
設

計
を
行
い
、平
成
30
年
度
に

地
権
者
への
説
明
、平
成
31
年

度
は
詳
細
設
計
を
発
注
し
、

現
時
点
で
は
、工
事
時
期
の

協
議
ま
で
は
至
って
い
な
い
。

A  

教
育
長

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
を
除

去
し
た
給
食
や
代
替
の
給
食

の
実
施
は
し
て
い
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
牛
乳
ア
レ
ル

ギ
ー
の
児
童
・
生
徒
は
、
牛

乳
提
供
を
停
止
し
、
自
宅
か

ら
お
茶
等
の
持
参
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　

他
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児

童
・
生
徒
に
は
、
献
立
の
内

容
に
よ
り
代
替
の
食
品
を
持

参
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
毎
月
配
布
し
て
い
る
「
給

食
献
立
予
定
表
」
に
は
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
７
品
目
を
表

示
し
、
家
庭
で
確
認
で
き
、

希
望
す
る
保
護
者
に
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
物
質
が
表
示
さ
れ

て
い
る「
献
立
内
容
明
細
表
」

を
配
布
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
現
状

Q
食
べ
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
子
ど
も
達

が
増
え
、
学
校
給
食
で
同
じ

も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
難
し

い
状
況
で
す
。

　
学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー

食
の
対
応
は
？

施
設
対
応
を
要
求

Q
食
べ
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
子
ど
も
達

へ
対
応
で
き
る
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
、
ま

た
は
改
修
を
行
っ
て
は
？

A  

教
育
長

　

児
童
・
生
徒
の
ア
レ
ル

ギ
ー
を
調
べ
、
原
因
と
な
る

原
材
料
を
使
用
し
な
い
カ

レ
ー
を
、
平
成
28
年
か
ら
７

月
と
８
月
の
年
２
回
、「
み

ん
な
が
食
べ
ら
れ
る
給
食

（
ハ
ー
ト
カ
レ
ー
）」
を
提
供

し
て
い
る
。

　

他
自
治
体
の
給
食
セ
ン

タ
ー
で
分
室
が
な
く
て
も
、

い
く
つ
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を

除
去
し
た
給
食
や
代
替
の
給

食
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
参
考
に
、
改
修
が
必
要
か

判
断
し
て
い
く
。

問
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
に
対
応
し
た

　
学
校
給
食
の
導
入
を
！

　
答【
教
育
長
】他
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
参
考
に
検
討

学
校

給
食
学
校
給
食

問安全な道路環境整備を
　答【町長】歩道橋の設置は考えていない

森　　弘子 議　員
道
路
道
路

早急に跨線橋の拡幅工事を

改修が望まれる学校給食センター！
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元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
今
後

道
の
駅
の
構
想
と
内
容
は
？

　
道
の
駅
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
る
た
め
、
回
遊
滞

在
で
き
る
機
能
と
し
て
浴

室
・
脱
衣
所
の
改
修
や
本
館

前
に
店
舗
を
含
め
た
交
流
広

場
、
親
水
公
園
に
ト
レ
ー

ラ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
の
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
施
設
を
整
備
す
る
予

定
で
す
。

　
「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
と

い
う
拠
点
を
利
用
す
る
地
域

住
民
と
、
訪
れ
る
人
が
交
流

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
本
町
へ
の
人
の
流
れ

の
促
進
、
住
民
の
転
出
抑
制

に
つ
な
げ
る
事
が
で
き
る
か

調
査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

  

経
済
活
性

景
気
動
向
が
低
い

　
景
況
感
に
つ
い
て
は
、
元

気
あ
っ
ぷ
活
性
化
プ
ラ
ン
、

中
小
企
業
及
び
商
店
街
の
活

性
化
対
策
や
人
口
増
加
対
策

な
ど
の
各
種
政
策
事
業
を
町

内
外
へ
積
極
的
に
発
信
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
景
況

感
上
昇
に
つ
な
が
る
よ
う
、

町
へ
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

地
域
活
性
化

集
落
の
過
疎
化
が
進
ん
で
い

る
が
、
そ
の
対
策
は
？

　
「
み
ん
な
の
学
校
」
の
中

で
、
地
域
と
学
校
の
関
わ
り

を
充
実
さ
せ
、
上
手
に
活
用

し
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
向
上
や
郷
土
愛
の
醸

成
を
図
れ
る
仕
組
み
づ
く
り

を
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

  

農
振
除
外

農
振
除
外
を
し
て
住
宅
増
加
を

図
り
活
性
化
で
き
な
い
か
？

　
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

を
行
う
こ
と
が
大
変
難
し
い

等
、
厳
格
に
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
町
に
住
宅
を
増
や
す
た

め
の
農
振
除
外
が
実
施
で
き

る
か
ど
う
か
調
査
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

  

暮
ら
し
や
す
い
社
会
へ

社
会
保
障
の
確
立
を
し
て
ほ
し
い

　

社
会
保
障
と
し
て
、「
医

療
・
年
金
・
介
護
」
と
大
き

く
３
つ
に
分
類
さ
れ
る
が
、

介
護
の
部
分
に
対
し
現
状
の

分
析
を
行
い
、
継
続
的
に
調

査
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
に
つ
い
て
待
機
者
が

い
る
現
状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
解
消
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
対
策
が
図
れ
る
か
を
研
究
し

提
言
し
て
い
き
ま
す
。

  

肥
料
た
ん
た
ん
く
ん

た
ん
た
ん
く
ん
の
安
定
供
給

は
で
き
る
の
か
？

　
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
稼

働
停
止
に
よ
り
、
農
家
の
皆

さ
ん
に
代
替
堆
肥
を
斡
旋
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
は
土
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
を
「
簡
易
な
施
設
に

し
て
整
備
す
る
」ま
た
は「
廃

止
す
る
」
の
二
つ
の
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
８
月
に
は
、
そ
の

方
針
が
固
ま
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
、
先
進
施
設
等
を
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
24
年
よ
り
回
を
重
ね

て
、
今
回
は
10
回
目
と
な
り

ま
す
。

　
今
回
か
ら
皆
様
の
地
域
に

出
向
か
せ
て
い
た
だ
き
、
地

域
課
題
に
つ
い
て
一
緒
に
話

し
合
い
を
す
る
懇
談
会
に
変

更
し
ま
し
た
。

　
そ
の
時
に
い
た
だ
い
た
意
見

に
対
し
各
委
員
会
で
審
議
し

た
内
容
を一部
ご
報
告
し
ま
す
。

  
道
路
安
全
対
策

自
転
車
道
の
安
全
対
策
を
し

て
ほ
し
い

　
町
道
96
号
線
は
、
防
塵
舗

装
の
た
め
歩
行
し
づ
ら
く
、

ま
た
、
水
溜
ま
り
も
で
き
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
解
消
に
向

け
た
対
策
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
県
道
氏
家
上
高
根

沢
線
は
、
大
型
車
輌
の
交
通

量
が
多
く
、
自
転
車
道
と
歩

道
の
区
分
が
必
要
な
た
め
、

こ
の
改
善
の
た
め
、
行
政
へ

提
言
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

町
民
意
見

町
民
意
見

町
民
意
見

町
民
意
見

町
民
意
見

町
民
意
見

町
民
意
見

建
設
産
業
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

親水公園にトレーラーハウス設置
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 《
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会
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農
業
担
い
手
対
策

農
業
の
後
継
者
対
策
を
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か

　
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

従
来
の
栽
培
方
法
や
、販

路
に
頼
ら
な
い
就
農
者
も
増

え
て
お
り
、自
分
の
作
り
た
い

野
菜
を
作
り
た
い
方
法
で
栽

培
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

で
農
産
物
を
販
売
し
た
り
、

個
人
経
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

卸
し
た
り
な
ど
、農
業
を
ビ

ジ
ネ
ス
と
捉
え
る
こ
と
。

　

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入

れ
、こ
れ
ま
で
の
作
業
工
程
を

効
率
的
に
、そ
し
て
簡
略
化

し
、収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
か
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

  

鳥
獣
対
策

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
所
有
地
の
小

動
物
対
策
を
し
て
ほ
し
い

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
が
会
社
と

し
て
、定
期
的
に
植
栽
等
の

管
理
を
し
て
い
ま
す
。

  

地
域
活
性
化

地
域
に
若
い
人
が
見
当
た
ら

な
い

　

地
域
に
住
み
続
け
る
う
え

で
、「
郷
土
愛
」の
醸
成
を
図

り
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

中
で
共
助
社
会
の
再
構
築
を

し
、住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

4
月
か
ら
各
小
中
学
校
で

始
め
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス

ク
ー
ル　
み
ん
な
の
学
校
」の

中
で
、子
ど
も
達
と
地
域
住

民
が
関
わ
り
あ
え
る
形
を
構

築
で
き
る
か
を
研
究
し
、教

育
の
場
か
ら
地
域
自
治
に
つ

い
て
、課
題
克
服
で
き
る
よ
う

考
え
て
い
き
ま
す
。

  

安
全
な
道
路
整
備

市
街
地
の
道
路
整
備
は

　
仁
井
田
の
市
街
化
区
域
は
、一

部
の
狭
小
な
道
路
も
あ
り
ま
す

が
、道
路
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し

て
い
ま
す
。

　
狭
小
な
道
路
の
幅
員
を
拡
幅

す
る
に
は
、地
域
住
民
の
合
意

形
成
が
必
要
な
た
め
、研
究
し

て
い
き
ま
す
。

  

雇
用
の
創
出

働
き
口
が
少
な
い
の
で
企
業

を
誘
致
し
て
ほ
し
い

　

本
町
は
、産
業
団
地
が
少

な
く
、働
き
口
も
多
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
所
有
地
で

あ
る
広
大
な
更
地
に
、優
良

企
業
を
誘
致
す
べ
く
調
査・研

究
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、市
街
化
調
整
区
域

に
、工
業
用
地
を
開
発
す
る

行
為
に
つ
い
て
は
、栃
木
県
と

の
協
議
が
必
要
な
た
め
、今

後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

  

高
齢
者
福
祉
対
策

独
居
老
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
対
策
を
図
っ
て
ほ

し
い

　
町
で
は
、
指
定
の
事
業
者

と
連
携
し
「
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
の
仕
組
み
が

で
き
て
お
り
、
ま
た
登
録
制

の
「
見
守
り
（
ゴ
ミ
）
収
集

事
業
」
に
お
い
て
、
見
守
り

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
業
を
、
更

に
充
実
で
き
る
よ
う
行
政
に

提
言
す
る
と
共
に
、
地
域
や

関
係
事
業
者
な
ど
が
連
携
し

て
支
え
合
う
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向

け
、
調
査
・
研
究
を
し
、
町

民
の
ご
理
解
が
図
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

人
口
減
少
対
策

人
口
が
減
少
し
て
い
る
の
で

対
策
し
て
ほ
し
い

　
仁
井
田
の
市
街
化
区
域
は
、

Ｊ
Ｒ
駅
や
郵
便
局
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
、
日
常

生
活
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
が

整
っ
た
地
区
で
す
。

　
道
路
の
整
備
も
ほ
ぼ
完
了

し
て
い
る
中
、
な
ぜ
人
口
が

減
少
し
て
い
る
の
か
の
原
因

を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

  

商
店
街
活
性
化

商
店
街
が
さ
び
し
い

　
ち
ょ
っ
蔵
広
場
を
活
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
に
、
出
店
し
た

お
店
へ
空
き
店
舗
に
出
店
し

て
頂
け
る
よ
う
ア
プ
ロ
ー
チ

し
な
が
ら
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー

ズ
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
利

用
し
て
、
お
試
し
創
業
施
設

に
入
居
し
て
い
る
お
店
へ
も
、

今
後
、
仁
井
田
地
区
の
空
き

店
舗
へ
出
店
し
て
頂
け
る
よ

う
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
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意
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意
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意
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広報誌が
スマホで
見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」
を検索

　
地
域
の
魅
力

Q　
平
山
さ
ん
は
、
生
ま

れ
も
育
ち
も
桑
窪
と
の
事

で
す
が
、
住
み
続
け
る
理

由
と
、
桑
窪
の
魅
力
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

A　
桑
窪
で
育
っ
て
い
く

中
で
、
郷
土
を
愛
す
る
気

持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
っ

た
こ
と
と
、
気
心
の
知
れ

た
仲
間
達
が
い
る
か
ら
こ

そ
で
す
。

　
地
域
行
事
が
盛
ん
で
、

お
年
寄
り
か
ら
若
者
ま
で

が
つ
な
が
っ
て
い
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
最
大
の

魅
力
で
す
。

　
地
域
の
絆

　
Q　
確
か
に「
梵
天
祭
り
」

を
見
て
、地
域
の
絆
が
強

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
要
因
は
？

A　
誰
も
が
、
伝
統
行
事

で
あ
る
「
梵
天
祭
り
」
を

大
切
に
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
生
ま
れ
る
、
共
通
の
思

い
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

　「
梵
天
祭
り
」へ
の
思
い

　
Q　
平
山
さ
ん
に
と
っ
て
、

お
祭
り
に
対
す
る
思
い
は
？

A　
梵
天
作
り
は
、
全
て

手
作
り
で
、
そ
の
中
に

代
々
受
け
継
ぐ
も
の
が
沢

山
あ
り
、
地
域
を
担
う
一

人
と
し
て
、
伝
統
を
継
承

し
、
次
の
世
代
に
受
け
渡

す
責
任
が
あ
る
と
い
う
思

い
は
、
大
切
に
持
ち
続
け

て
い
ま
す
。

　
理
想
の
地
域

Q　
理
想
の
地
域
像
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
考

え
を
お
持
ち
で
す
か
？

A　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
盛
ん
で
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
で
、
助
け
合

い
、
協
力
し
合
え
る
関
係

が
、
世
代
を
超
え
て
保
っ

て
い
け
る
地
域
だ
と
思
い

ま
す
。

　
東
小
学
校
跡
地
利
用

Q　
学
校
跡
地
を
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
か
？

A　
学
校
移
転
後
の
校
庭

が
狭
く
、
跡
地
で
子
ど
も
達

が
外
遊
び
や
、
ス
ポ
ー
ツ
を

出
来
る
形
が
い
い
で
す
。

　
最
後
に

Q　
高
根
沢
町
は
好
き
で

す
か
？

A　
も
ち
ろ
ん
大
好
き
で
、

生
涯
住
み
続
け
ま
す
！

　
～
取
材
を
終
え
て
～

　
　
「
梵
天
祭
り
」
の
取

材
で
、
準
備
か
ら
密
着
取

材
を
し
て
、
改
め
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
行
政
と
住
民
が
理
解
し

合
い
、
協
力
し
合
え
る
町

と
な
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い

町
づ
く
り
が
出
来
る
と
確

信
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
議
会
と
し
て
も

「
地
域
力　

高
ま
る　

町

づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
。

暮らしの政治を見てみよう
議会傍聴へお越しください
次回の定例会は６月５日～６月14日予定。

前号の 2 ページ掲載写真のキャプション
「児童館みんなのひろばのようす」は、
「学童クラブのようす」の誤りでした。
お詫びして訂正いたします。

「議会だより」掲載写真募集
　写真は町内のイベントや人物、風景をとった
ものをデジタルデータ等で提出してください。
皆様の応募をお待ちしています。（写真は返却
いたします）

次回の発行は7月20日になります。
議会の情報をより早く皆様へ

たかねざわまち
議会だよりNo・147

発行　高根沢町議会　　編集　広報広聴特別委員会　　〒329-1292 栃木県塩谷郡高根沢町大字石末2053番地
TEL 028（675）8111　FAX 028（675）2409平成31年４月20日発行　印刷　㈱松井ピ・テ・オ・印刷

町
の
無
形
文
化
財
で

あ
る
、
桑
窪
の
「
梵

天
祭
り
」
に
注
目
し
、

地
域
の
伝
統
を
受
け

継
ぐ
想
い
を
聞
い
て

き
ま
し
た
。

∞プロフィール∞

平山　浩之
出身地：桑窪
趣　味：ゴルフ・地域の交流
職　業：会社員
　　　　 東小学校ＰＴＡ会長 「郷土の伝統を受け継ぐ」

地域の伝統はみんなで守っていく！

仲間同士で化粧をしあう

伝統を引き継ぐ地域の子ども達

梵天祭り紹介
QRコード

（町観光協会）

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に




